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一 般 書 

 

『星の教室』 
髙田 郁／著 （角川春樹事務所）             

 

    宝塚市出身の髙田 郁氏の小説。 

主人公の潤間さやかが、義務教育を終えていないという 

過去を抱えながら、夜間中学に通う物語です。 

様々な事情で義務教育を終えられなかった大人たちが集う夜間 

中学での日々を通して、さやかの心が解きほぐされて行く様子が 

描かれています。 

一歩踏み出したいと願うすべての人々に贈りたい、いくつになっても 

学ぶことが出来ると思える一冊です。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

「イギリスでお姫様のような旅がしてみたい」と出た 

祖母の言葉に、一族総出の支援の元、孫をお供にした 

八十代の五泊七日のイギリス旅行が決定！ 

飛行機はファーストクラス、ホテルの部屋はバトラー（客室係）付き、 

 オペラ鑑賞にオリエント急行でのディナー、アフタヌーンティーに 

ショッピングも……祖母姫も大満足の豪華な旅を追体験できます。 

自己肯定感が高く、自信に満ち溢れた祖母と正反対の孫娘、そしてその二人の 

旅をサポートする人々との交流は楽しく、時にホロリとさせられるエッセイです。 

  

 

 

新築分譲マンション、アドヴァンス・ヒルにはさまざまな 

悩みをかかえた人々が暮らしている。マンションの近くにある 

公園の古びたカバの遊具・カバヒコには、 

“自分の治したい部分と同じ部分を触ると回復する”という都市伝説があった。 

人々はカバヒコに悩みを打ち明けて・・・。 

 

カバヒコに触れることが自分を見つめなおすきっかけになる、 

児 童 書 

 

『てんてんきょうだい』 
山田 慶太／文 田口 麻由／絵 （ポプラ社） 

 

言葉に「てんてん」をつけるのが大好きな、てんてんきょうだい。 

互いに「にいぢや～ん」「おどうど～」と呼び合いながら、いろいろな 

ものに「てんてん」をつけます。 

兄が上手に「てんてん」をつけるのがうらやましい弟は、 

「ぼぐもにいぢゃんみだいに でんでんづげだい！」 

さて、うまくいくのでしょうか？  

毎日暑いですが、楽しいこの本をテンポよく音読すると 

「ぎもぢいい～」かも⁉ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


